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北 方林 業 研究 室

④ ミズナラ用材林作業法 に関す る研究

今 田 盛 生 ・柿 原 道 喜

緒 習

昭 和42年 度 の 研 究 経 過 報 告 書 で のべ た よ うな情 勢 分析 、 研 究 目的 、 研 究 方 法 に よ り、 ミ ズ

+ラ 用 材 林 作 業 法 に 関 す る研 究 を ナ ナ め・ 本 年 度 はそ の 第6年 度 に あ た る。

本 年 硅 に お け る 研 究 経 過 は 、 基 礎 研 究、 作 業 法 構 成 の研 究 、 施業 法 開発0研 究 に わ けて 、 そ

の搬 要 を のべ る とつ ぎの と海 りで あ る。 な 偽、 本 年 度 に おけ る研 究 報 告 は5件 で あ り、 そ の内

容 は 末尾 に示 す と ぢ りで あ る 。

1基 礎 研 究

喰 隼 度 に浄 け る寒 礎 弓アτ究 と して は、 林 分 構 成 に関 す る 調 査 研 究 は実 施せ ず 、 結 実 号 、 種 子 散

布、 発茸 、 但i旺効 堅、 伐 翅令 に つい て 実 施 しtの で 、そO結 果 に つ い て 報告 す る 。

i結 実4引 ・

(1)林 分 紡 実 県

林分 結 李 号 訓 査 け、9月24日 か ら1C日 周 隔 を基 準 と して5回 行 左 った が 、そ の結 果

は表 一11(示 一'yとお りで あ ろ。 木 焦 度 は、9月24、25日 以 前 に は 涯 子 の落 下が 開始 さ

れ ず 、9月24、25日 か ら10月14、15日 ま で にほ とん ど!l)種子が 落 下 し終 り、 落

下 時 湘 易煉 わ め て短 か が った も ○ と推 測 され る。

(2)単 木 結 実 暑

単 木結 実 暑 調 査 は、 す べ て の種 子 が 着 生 し終 り、 しか も全 く落 下 しは じめ ない 時 期 に実

施 し、 各調 査 木 の最 下 部 に 設 定 され た 標 本枝 における 単位 部 分 の着 生 種子 数 を調 査 す る も

ので ある 。 本 年 度 は9月2日 に調 査 を 行 な ったが 、 そ0結 果 は表 一2に 示 す とお りで あ る。



表一1林 分結実暑調査結果

表一2単 木 結 実 量 調 査 結 果



伺 ・豊 凶 性

各 年 度 甥 の全 調 査 林 のha当b結 実 量k・よび 全調 査 木 の 単位 部 分 の結 実 量 を示 す と表 一

5の とお りで あ る。 した が って 、 昭 和 轟1～45套 三の5年 間 に 論 け る結 麗 量 を対 象 に し て

豊 凶性 を検 討 して み る とsほ ぼ 斜 年=平 作年 、42奪;豊 作隼 、45隼:平 作 隼 にな る

もの と推 測 盛れ るP

表一5隼 度 別 の 結 実 量

ii種 子 散 布

(の 母樹 林 か ら の散 布

母樹 林 か ら の種 子 散 布 調 査 は 、9月24日 か らtO日 間 隔 を基 準 と して5回 行 な った が、

そ の鰭 果 は 表 一4に 示 穿 と於 りで あ る 。 な 瓶 各 傾 斜 区 で は5園 繰 返 しに 表 って い るが 、

そ び)平均 散 布 吊 を示 した も ので あ り、9月24日 に 姓各 区 と も散 布 帯 は なか った.

表 一4母 樹 林 か ら の 種 子 汝 布 講 査 鶴 果(1㎡ 当 り 翻)

(2)単 木母 樹 か らの 散 布

単 木母 樹 か らの 種 子 散 布調 査 は、9月24日 か ら10田 間 隔 を基 準 として3回 行 な った



が 、 そ の結 果 は 表 一5に 示 す とお りで あ り、9月24日 に は各 傾 斜 区 と も散 布量 は な か っ

た 。

表 一5単 木f9樹 か らの種 子 散 布 調 査 結果(11n2当 り個)

(注)醤:各 傾 斜 区 の樹 冠 πドの範 園 を 示す 。

童 発 芽

(1)林 令 診 よび 落 種 時 期 と発 芽 の閃 係

林令 拾 よび 落 種 時 期 に よ って 、 ミズナ ラ種 子 の 発 芽 が どの よ うに変 動す るか を 明 らか に

す るた め、42年 秋 の林 分 結 実 量 調 査 林 の 種 子 を 採 集 し、42年9月 下 旬～10月 中 旬に

愛 冠 苗 畑 に 播種 し、 そ の発 芽 本 数 を43年7月 中 旬 に 調査 した 。そ の結 果 を発 芽 率 で 示す

と表 一6の と診 りで あ り・ 落 種 時 期 別 に は 大 差は な く、Rた 林 令 が 高 ま る につ れ て 発 芽 が

よ くな る傾 向か み られ る。



表 一h6林 令 知 よび 落 種 時 期 と発 芽 率(VIO)一

(註)25～$C年 の令 級 で は 麺子 採 集 菌難 のた め20fggず つ 播 種、 そ れ 以 上 の令 級 で は

100個 ず つ 播 種 し々 。

(2)立 柚要 因 諭 よび 播 種 方法 と発 芽 の 明係

立 遽 要因 お よび 播 穏 方法 に よって 、 ミ ズチ ラ種 子 の 発芽 が どの よ うに 変 動 す るか を 明 ら

か にす る た め、42蕪 秋 の種 子(単 木 結 実 量 調 査 木 第5号 の稲 子)を 異 な った 立 馳 条 件

の林 地 に、 つ ぎ の よ うな方 法(S)で 播 種 し、45年7月 中 旬 に謁 盗 したP

S,:A。 層 を除 去 し、A層 表 両 下5㎝ に 種 子 を 埋込 むva

S2:Ag屡 を除 去 し.A履 表 薦 下f礫 に 稀子 を埋 込 む 。

S、:A。 層 を除 去 し、A層 表 面 上 に種 子 を定 着 させ る。

S,:A¢ 層 を除 去 ぜ ず、A¢ 層表 蘇上 に 種 子 を定 着 さぜ る。

そ の結果 を発 芽 率 で 示す と嚢 一7の と知 りで あ り、 林 内 の方 が 林 外 よ りも発 芽 状 態 が よ

く、 繁 た 地 中 に 種 子 を埋 込む と発 芽 率 は 向上 す る もの と推 灘 され る 。



表 一7立 地 要 因お よび 播種 方 法 と発 芽 率(u・b)



(5)土 中埋 蔵 種子p発 芽 力

種 子 を土 中 に 埋 蔵 した場 合 、 理 蔵期 間 会 よび 埋 蔵 の深 度 に よ って、 ミズチ ラ種 子 の発 芽

力 が どの程 度 ま で 持 続 す るか を 明 らか にす るた め 、42年1C月 上 旬 に愛 冠 苗 畑 に50t"M・

50`nv、7e(VPの 深 さ に1CG個 ず つ 、 クレ モ+寒 冷 紗 に くる ん で埋 蔵 した 。 そ ¢)埋蔵 種

子を埋 蔵 後7ケ 月 目の45年5月 中 旬 に掘 出 して 、25個 ず っ の4回 繰 返 し と して播 種 し、

45年7月 中 旬 に発 芽状 態 を調 査 し々 。 そ の結 果 を発 芽 率 で 示す と表 一8の と 訟 りで あ り、

50c7Tiの 深 さ に埋 蔵 し脅場 合 が 、54Vleの 発 芽 率 で 最 も高い 。 なお 、 埋 蔵 後1年 目の45

年10月 上旬1・Cも同 様iにして 播 程 し、 明生7月 に 発 芽 状 態 を調 査 す る 予定 で あ る 。

表 一8埋 蔵 種 子 の7ケH後 に 齢 け る 発芽 率(%)

i▽ 稚 幼期 の生 長 に お よぼ ナ 側 圧効 果

側 圧 梵 果(本 数 密 畦 効果)に よ って、 稚幼 期 の ミズ+つ の樹 高 、 直径 、,枝下 高、 枝 張 、 完

備 疲 な どう1、どの よ うに 影 郷 され るか を 明 らか にす るた め 、39年6月 に試 験 地 を設 定 し、

41年6月 に 第1回 の 〆'封§を 行 な っ脅 が 、45蛇6月 に 箪2回 の調 在 を行 な った 。そ の結 果

冷各 惜 戊 要素 と僻 圧程 度(ha当 り成 立本 数 密 度)と の閏 係 で 示 す と図 一1～ 図 一6の とt,o'り

で ある 。 ,



図 一1年 平 均 樹 高生 長 号 とha当 り戚 立 本 数 の 関 係

図 一一一一■2年 乎 均 枝下 高 形 成 号 とha当 り成 立 本 数 の 関係



図 一3枝 下 高 率 とha当 り成 立 木 数の 閉孫

pa-一一4蛇 平 均 枝 張鉱 張 昇 とha当 り成 立 本 数 の 閉 係



図 一5年 平 均 直 径 生 長 量 とha当 り成 立 本 数 の関 係

図 一6完 満 度 とha当.9成 立 木 数 の 罵 係



各 構 成 要 素 と も側 圧 効 果 に よ って 影 響 盛れ ・2隼 目 まで は 枝 下 高 形 成量 論 よび 枝 下 高 率 は

側 圧 効 果 に 影 響 さ れ なか った が、3庫 §以 降 に な る と影 響 され は じめ る ことが わ か った 。 さ

らに 枝 下 高 率 。枝張 。塵径 ・完 満度 は、ぬ翫当 り22,900本 以上 に な る と、 側 圧 程 度 に 閾 係

な く、 多脅ぼ一 定 と な る傾 向が 認 め られ た 。 な 詮 こ の調 査結 巣 につ い て は、 九 大 演 集24号 に

発表 す る 予定 で あ る 。

v伐 期 令

ミズ染 弓用材 林 作 業 に 夢い て は、 構 造 胴 材 の生 麗 を 目的 とす るた め、 伐期 令 の決 定 に あ た

って は、 従 来 か ら行 薫 われ てい る立 木 林 積 紋 轡 ま最 大 の時 期 よ り、 む しろ 構 造 用 材 収 獲 景 最

大 の時 期 の 方が 合 理 的 で あ る と考 え られ ろ。

そ こで 、 構 造 用 材 生 産 を 目的 と した 林 分 利 用材 残収 穫 表 の調 製 を ζ ころ み る こ と と し、 本

鉦 彦 は 資料 の収 集 を行 な った 。 そ のZて数 は115塞 、 直 径 範 囲 は26～88(r?nで あ って 、 現

塵、 資料 の と り庵 と め を行 な って い る 。

∬ 作 業 法

作 業 法 に 関 して は 、 茸 上 由扶i教授、 青木 尊 重 動教 授 をidじ め、 中 村 賢 太 郎 、 吉 鐙 正 男 、 子 幡

弘 之 、 鴨 即erら の多 くの学 者 に よ って 見 解 が のべ らf!て い る。 しか し、 そ の1耽 愛内 容 於 よび

分 頻 方 法 脅 ど紀つ い て 渡 必 ず し も一 定 で 盤 叢い 。 しか し、 い ず れ の 晃解 において も、 更 新 法 が

よび 伐蚊 法 が 描 成 内 容 、 おるい け 、 分 類 方法 の 根拠 にな って い る。

そ こで 本研 究 に 鰹い て 絃 、 作業 法 は、 更薪 淡 怒 よび 伐樫 法 か ら決 定 穿 る もの と限 定 して 試蛭

研 究 をナ ナ め てい るが 、 末 隼 度 に 論 け る作 業 法 の研 究 経 過 の 概 要 は つ ぎの とむ りで あ る 。

三 更 新 法 の検 討 一 入 工植 栽 法 の検 討 一

42雄 度研 究鰹 過 報 告 書 に ものべ た とtl一り、 ミ ズ+ラ 用材 林 造 成 に適 し脅 更新 法 は、 現 段

階 において は天 然 更新 法 に属 す る 摩主 伐天 然 下 種 翼 新 法"で あ る と推 察 され る。 そ こで そ 毅

を実 証す る 資料 の一 つ と して 、 人 工 更 新 法 に属 す る 人工 植 竣 法 の 成果 を検 討ナ る た め、 ミズ

ー}-S{9;木 ・試 験 精 栽 を行 な った 。 そ の概 要 はつ ぎの と餐 りで あ る6

1)植 栽 法

45tEsfl6日 、 本 演 篭 林5林 班 にha当 り2万 太 植 哉(列 間 嘩m、 苗 間9.5m)と し

て、2oG本 の ミ ズナ ラ苺 木 を 植 栽 した 。 な 於 苗 木 は、41隼9～!9月 に 愛 冠 苗 畑 に 播

種 し、42年 春 、 発 芽 し浄 も ので 、i隼 生 苗 木 で あ る。

2)更 新 成 績

活 着 率 は95%(20e木 の うち 、1go太 活 着)で 、6B上 旬 の苗 高調 査(標 本 苗



を10本 抽 出 して 調 査)に よ る と、平 均 苗 高 は20.gemで あ る。

な 論今 後 の 予定 と して は、 こ の植 栽地 に隣 接 して、ha当 り1万 太(1m×1m)、ha

当 り4万 本(1m×0.25m)の 植栽 法 で 、 さ らに植 栽 面 積 を拡 大 して ゆ き、 入 工棺 竣

に よ る ミ ズ+ラ 用 材 林造 成 の検 討 をす ナ め てゆ く こと に して い る 。

ii伐 採 法 の検 討 一択 伐法 の検 討 一

一 般 に 伐採 法 は、 皆 伐 法 ・漸 伐 法 ・択 伐法 に大 別 され るが 、42年 度 研 究経 過 報 告書 に の

べ た よ う に、 現 段 階 に オ"いて は ミ ズナ ラ用 材 林 造 成 に 適 した 伐挨 法 は 皆 伐 法 で ある と推 察 さ

れ る。 そ こでそ れ を 実 証す る 資料 の一 つ と して 、 択 伐法 に よる ミズナ ラ用材 林造 成 の 可能 性

を検 討 す るた め、 昭浪紹8年 に 試験 地 を設 定 した が 、 そ の設 定 状 況 は 九 大 演 集 第21号 に発

表 した 。 本 年 産 は、 試験 地 設 定 後5年 目に あた り、 生 長 状 況 を謁 査 した がそ の結 果 の概 要 は

つ ぎの とお りで ある 。

調査 結 果 を 総括 して 示 す と表 一9の とお りで ろ り、 択 伐直 前 、 択 伐 直後 、 択 伐5年 後 の材

積 を各 プ ロ ・・tト別 に 示す と表 一10の と否 りで あ って 、5年 間 で 択 伐 直 前 の材 積 にほ ぼ 回 復

し、5年 間 の全 面 積 の生 長 率 は6.4%で ある が 、 択 伐 率 と生 長 率 の 間 に は、 高度 の相 関 々係

は認 め られ ない 。



表一9択 伐 試 験 地 調 査 結 果



表 一一・・1B材 積 変 化 の 状 況(㎡)

皿 施 業 法

本 研 究 において は 、 施 業 法 と は一 定 の作 業 法 に 従 つ て 、 森 林 を造 成 す る に際 して要 求 され る

個 々の 技術 を選 択 、 組 合 せ て 組 織 化 した も ので あ る とい う見 解 を 前 提 と し・ 更新 法 は主 伐天 然

下 種 更新 、 伐 採法 は 皆 伐 とい う作業 法 に も とつ い て 試 験 研 究 を すす め てい る 。

施業 法 体 系 と して は、 現 段 階 に 知い て 一 応 つ ぎ の よ うに 考 え られ るが 、 これ は あ くまで も現

段 階 に おい て想 定 され る施 業 法 体 系で あつ て 、 今 後 十分 な検 討 を要 す る こ と はい うまで も たい 。

1)下 種地 椿

2)更 新 伐

5)枝 条 整理

4)補 播(補 植)

5)稚 樹 刈 出

6)除 伐(つ る切)

7)枝 打

8)間 伐

9)枝 打

更新期施業

(稚 苗育成期)

稚幼期施業

(優 良形質養成期)

壮幼期施業

(肥 大生長促進期)

今 年 度 に おい て は、 補 播 、 稚 樹 刈 出、 枝 打 につ い て の調 査 は実 施せ ず 、 下 種 地 持 、 更 新 伐、

枝 条 整理 、 除 伐、 間 伐 につ い て 試 験 地 の設 定 、 調 査 を 行 なつ た の で、 そ の結 果 に つ い て 報 告 す

る 。

i下 種 地 椿



下 種 地 持 の方 法 に よつ て 、 更 新 成 績 す な わ ち稚 苗発 生 本 数 が どの よ うに 異 な るか を明 らか

にす るた め 、45年 ア月下 旬～8員 土 旬 に 本 演 婚林 籠7林 斑 の主 伐時 期 に 達 して い る と推 定

され る ミズ ナ ラ成 熟 林 分 下 に 試 験 地 を設 定 した 。

下 種 地 嬉 の方 法 は 、 除 草 効果 と地掻 効 果 、 入 力作 業 と機 械 作 業 を比 較す るた め 、つ ぎの よ

うな4方 法 で 行 なつ た 。 なお 無処 理 の対 照 区 も設 定 した 。

人 力 作 業(手 ま き:デ ゾ レ ー ト5§ 粉 剤 散 布 肇e6KS.1/ha)

除 草{

機 械 作業(散 粉 機:ヤ ソ マ ー・MKr-10)

入 力作 業(レ ー キ)

地 掻{

機械 作 業(耕 運 機:ヤ ンマ ー-Yc5)

各処 理 区 の画 積 は、0.4haを 基 準 と し、5回 繰 返 し と してそ れぞ れ5ブmツ トず つ 設 定 し

脅。 繁脅 各 処 理 は、 巾5gcmの 翼 新 筋 と放 置 筋 を交 互 に 想 定 し、 翼新 筋 のみ に実 行 し亥 。

な 訟、 ミズ ナ ラ成 熟 木 は、 下 種 地 持 直 後 に 伐 採せ ず 、4轟 年 春以 降 に 伐渓 す る 予定 で あ る。

漆た 各 処 理 法 の作 業 功 程 、 作 業 経 費 は 、44年7月 に稚 苗調 査 を 行 な うので 、そ の種 苗 調 査

結 果 とあわ せ て 報 告 ナ る。

蓋 更 新 伐

ミズナ ラの 主 伐天 然 下 種 更 新 における 更 新 伐 の時 期 が 、 結 実 前 と結 実 後 の場 合 で は 、 更 新

、穂 く皆 伐跡 搬)の ミズ ナ ラ稚 苗 の発 生 木 数 に どの よ うな 影響 が あ るか を明 らか にす る脅 め、

42年 秋 に 試 験 地 を設 定 した が 、そ の 設定 方 法 な ど につ い て は42年 度 の研 究経 過 報 告書 に

のべ 弄 とお りで あ る ⇔

45年7月 に ミズ ナ ラ稚 苗 の発 生 本 数 を調 査 し脅 結果 を示tと 表 咽11の と詮 りで あ りv

結 実 前 伐渓 区 は 塩 当 参平 均5.C99本 で あ る のに 対 してu結 実 後 伐渓 区 は平 均22,899

木 で、 約4.5倍 多 くなつ てい る。 な 知 、 こ の結 果 に つ い て は80回 臼林 大 会 で発 表ぜ る 予定

で あ る 窃

表St11ミ ズ ナ ラ稚 苺 の発 生 本 数(本)

(注)各 プ ロ"ト の調 査 対 象 面 積 はlOO㎡ で あ る,,



iii'枝 条 整 理

更 薪 伐後 の更 新 面(伐 採 跡 地)に 散 乱 して い る 伐渓 木 の末 木 枝 条 を 除 去 、 整理 す る こ と に

よつ て 、 ミズ ナ ラ稚 苗 の均 一 な発 生 、 発 育に どの程 度 の効 果 が あ る か を検 討 す る 売 め、 本 演

醤 林 第59林 瑳 に試 験 地 を設 定 した。

設 定 方 法 は、45年5月 中 旬 に ミズ ナ ラ成 熟 林 分(42年 秋 に 多量 の 種子 を林 面 に散 布 し

てい る)を 皆 伐 し、 そ の 伐渓 跡 地 の末 木 枝 条 を 伐 渓 後 た だ ち に除 去 、 整 理 した ブ 獄 碑}と 、

除 去、 整理 せ ず 、 そ の繁 綾 放 置 した ブur")ト を 隣 接 させ て 設 定 し洗 。 各 ブratiト は2m×5

mで 、6回 繰 返 し と して そ;・t'Lそれ6プmNト ず つ 設 定 し脅。

45年1、1月 初 旬 に 、 整理 プ 爵i.、トと放 置 プ ロ"iト の枝 条 を一 時 除 去 して 、 ミズナ ラ稚 苗

の 発 生 本 数 と笛 高(各 プ ロ ・vトか ら5本 ず つ の標 本 稚 苗 を抽 出)を 調 査 した 結 果 は表 一12

に示 す と語 りで ある 。 疫 詮 放 置 ブ ロ ー トの枝 条 は 、 調 査 後 ま 脅 伐 採 直 後 と同 様 な状 態 に被 覆

して、 今後 の経 過 を検 討 ず る の に さ しつ か え な い よ うに した 。

表 一一12ミ ズ ナ ラ稚 苗 の発 生 本 数 と1本 楽 りの 平 均 苗 高

表 一12牽 ら、 枝 条 整理 を行 な う と、 発 生 本 数 は 多 くな る傾 向が み らaる が 、 発 生 した ミ

ズ ナ ラ稚 苗 の苗 高 は 両 区 の差 がほ とん どない 。 以 上 は一 生 育期 間(5月 ～t1月)を 経 過 し

た 段 賠 で の結 果 で あ るが 、 な 知 今後 も調 査 を継 続 して 、 稚 苗 の本 数 消 長 と苗 高 生 長 の 状 態 を

明 らか に して ゆ きたい 。

iv除 伐

除 伐効 果 が 、 ミズ ナ ラ幼 令 林 の生 長 に どの よ うな 影 響 を 診 よぼ す か を 明 らか にす るた め 、

58蕪 と59年 に5個 所ず つ の 試験 地 脅 設定 した が 、 本 年 度 は58年 設 定 の3試 験 地 の5年

後 に 細 け る結 果 を調 査 した の で 報 告す る。 な診 試 験 地 設 定 方法 な どにつ い て は 、58年 度 研

究経 過 報 告書 に のべ た と ゑ りで あ る。

調 査結 果 に よ り、 本 数 構 成 お よび 材 積 構 成 の 変 化 の 状 態 を示す と、 表 一15お よび 表 一1

4の とお りで あ る。 表 一…-15か ら除 伐す る と 自然 枯 死 の 本 数が 少 な くな るが 、25年 生 林 分



で は除 伐 して も唆 だ か な りの本 数 が 枯 死 して ゆ く ζ とが わ か る。 驚た 表 一14か らは ・ 除 伐

や る と材 積 生 長 獄 促 進 され る傾 向 が み られ る 。 しか し本 数滅 少 論 よび 材 積 増 加 と も、 除 伐 前

の林 分 構 成 に 多少 差 異が あつ た 允 め、 除 伐 率 とは あ ま り明確 な傾 向 は み られ な い 。

表 一 り5除 伐 に よ る本 数構 成 の変 化(ha当 り本)

表 一 凄4除 伐 に よる材 積 構 成 の変 化(ha当 り㎡)

v間 伐

間伐効 果 が 、 ミズ ナ ラ壮 令林 の 生 長 に どの よ うな 影響 を 夢 よぼ ナ か を 明 らか に ぜ る費 め、"

.58焦 に6個 所 の試 験 地 を設 定 しfrが 、 本 年 度 は5年 後 の結 果 を調 査 しう ので 報 告 や る。 な



誇試 験 地 設 定 方法 な ど につ い て は、38年 度 研 究 経 過 報 告書 で のべ た とお りで あ る。

調 査結 果 に よ9、 本 数構 成 知 よび 材 積 構 成 の変 化 の状 態 を 示す と・ 表 一15診 よび 表 一1

6の とお りで あ る。 以 上 は全 林 木 につ い て の 結果 で あ り、 間 伐率 と本 数減 少 詮 よび 材 積 増 加

の 間 に は、 あ ま り明確 な傾 向 はみ られ な い 。、しか し、 上 層木 と下 層 木(中 層木 を含 む)と に

区 別 して検 討す る と、 間 伐効 果 が 上層 木 の 肥大 生 長 な い しは材 積 生 長 に 影 響 を 訟 よぼ して い ・

る もの と推 測 され る。

表 一15間 伐 に ょ る本 数 構 成 の 変 化(ha当 り本)



表 一16間 伐 に よる材 積 構 成 の変 化(ha当 り㎡)



昭 和45年 度 の 研 究 報 告

1)今 田 盛 生:ミ ズ ナ ラ種子 の林 地 発 芽 率

79回 日林 講1968.4.

2)今 田 盛 生:ミ ズ ナ ラ用 材 林 施 業 法(5)

・ 剛 ミズ ナ ラ林 の結 実 量 一

北 方 林業20(6)196&6.

5)今 田 盛 生:ミ ズ ナ ラ単 木 母 樹か らの 種 子 散 布

17回 日林 北 支 講i1968.10.

4)今 田 盛 生:ミ ズ ナ ラ用 材 林 施業 法(6)

一 ミズ ナ ラに適 した 稚 樹 刈 出 法 一

北 方 林 業20(11)1968.11.

r5)今 田 盛 生:ミ ズ ナ ラ用材 林 施 業 法(完)

一 ミズ ナ ラ稚 幼 期 の生 長 に お よぼ す 側 圧効 果 一・

北 方 林 業20(12)1968.12.


